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論，第 2 章，第 3 章，第 4 章および第 5 章結論で構成している。
第 l 章の緒論では，筆者が開発実用化した水中テレメータの概要ならびに水中テレメトリ方式につ
いての従来のこの種の研究と本研究との関連を述べ，第 2 章以下の研究の意義と位置づけを明らかに
している。
第 2 章では，海面付近での反射による多重伝搬問題の解析とその応用について述べている。海面は
波浪と気泡のある実際に近い海面をモデルとして，巨視的，確率論的な気象論的模型を考えている。
実験は自由水面をもっ無響水槽の中で行ない，この結果と理論値は水面の反射係数を適当に選ぶこと
により適合することを明らかにし，その場合の多重伝搬にもとづく誤差の評価を行ない，適当な超音
波送受波器の選定と励振電力について設計への応用効果を述べている。
第 3 章では，希望する指向特性をもっ超音波送受波器を得るための方法の一つを提案している。合
成指向特性は振動子配置の関数であり，配置をかえて所望の指向特性に近づけようとするものである。
近似としてはチェピシェフ近似の考えを採用し，繰返しによって最適配置に近づけるアルゴリズムを
与え，これにより計算機の援用による自動設計の実現の可能性を検討している。
第 4 章では，前章で論じた問題を実用性を考慮して，剛体半球面上に指向性を有する円形ピストン
振動子を多数配置し，これらの位置を固定し，励振電力をかえて所望の合成指向特性を得ることを目
的とした研究を行ない，この場合は計算の容易さから，最小自乗法によって所望指向特性を近似する
可
t
?
アルゴリズムを与え，この方法により計算機の援用による自動設計が実用に供されることを明らかに
している。
第 5 章では，本研究の成果をまとめ，あわせて今後の課題について述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，水中テレメトリ方式における海面の反射による多重伝搬と送受波器の設計法に関する研
究であって，その成果を要約するとつぎのようである。
(1) 不規則な動揺をする水面を対象とし，水中超音波の多重伝搬について理論的解析ならびに水槽実
験を行ない，これによって得られた巨視的模型が，水中テレメトリ方式の設計の基準となり得るこ
とを明らかにしている。
(2) 超高皮送受波器システムについて，要求される指向性を得るために，最適配置による近似法なら
びに各振動子の励振電力の配分を制御する手法を提案し，計算機援用により，設計の自動化が可能
であることを示している。
以上のように，本論文によって水中テレメトリ方式における重要な問題点である，伝搬，送受波器
システムに関して新しい成果が明らかにされ，超音波応用技術の分野にむいて寄与するところが大き
い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
- 418-
